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厚
労
省
、
警
察
庁
が
、「
脱
法
ド
ラ
ッ
グ
」
と
い
う
言
葉
を
「
危
険
ド
ラ
ッ
グ
」

に
変
え
る
、
と
発
表
し
ま
し
た
。
最
近
、「
脱
法
ド
ラ
ッ
グ
」
を
使
用
し
た
ド
ラ

イ
バ
ー
に
よ
る
交
通
事
故
が
相
次
ぎ
、
も
っ
と
こ
れ
ら
薬
物
の
危
険
性
を
国
民

が
実
感
す
る
よ
う
な
呼
び
名
に
す
べ
き
と
い
う
こ
と
で
、
公
募
し
て
決
め
た
も

の
で
す
。

今
、「
危
険
ド
ラ
ッ
グ
」
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
私
の
と
こ

ろ
に
も
、
先
日
、
Ｂ
Ｓ
フ
ジ
と
Ｂ
Ｓ
日
テ
レ
の
時
事
番
組
へ
の
出
演
依
頼
が
あ

り
ま
し
た
。
両
番
組
で
キ
ャ
ス
タ
ー
の
質
問
に
答
え
な
が
ら
、
こ
の
「
危
険
ド

ラ
ッ
グ
」
問
題
の
難
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
と
い
う
の
は
、
女
性
キ
ャ
ス
タ

ー
か
ら
「
ど
ん
な
症
状
が
で
る
の
か
、
禁
断
症
状
は
、
死
亡
す
る
こ
と
が
あ
る

の
か
」
な
ど
と
何
度
も
質
問
を
受
け
た
か
ら
で
す
。

「
危
険
ド
ラ
ッ
グ
」
と
、
こ
れ
ま
で
の
麻
薬
や
覚
せ
い
剤
な
ど
と
大
き
く
異
な

る
点
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
モ
ル
ヒ
ネ
、
ヘ
ロ
イ
ン
、
Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ａ
、
あ
る
い

は
ア
ン
フ
ェ
タ
ミ
ン
、
そ
し
て
大
麻
な
ど
、
使
用
薬
物
が
確
定
さ
れ
て
い
た
の

に
対
し
、「
危
険
ド
ラ
ッ
グ
」
の
場
合
、“
何
で
も
あ
り
”
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
危
険
ド
ラ
ッ
グ
」
を
、
当
初
、
販
売
者
た
ち
は
「
合
法
ド
ラ
ッ
グ
」
と
呼
ん

で
い
ま
し
た
。
麻
向
法
や
覚
せ
い
剤
取
締
法
、
大
麻
取
締
法
の
規
制
外
の
「
合

法
」
的
な
薬
物
だ
、
と
い
う
意
味
で
し
た
。

そ
こ
で
、
薬
事
法
で
「
指
定
薬
物
制
度
」
を
作
り
ま
し
た
。
す
る
と
今
度
は
、

個
々
に
指
定
さ
れ
た
薬
物
と
少
し
だ
け
化
学
構
造
を
変
え
た
「
脱
法
ド
ラ
ッ
グ
」

に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
次
々
現
れ
る
脱
法
ド
ラ
ッ
グ
を
、
昨
年
二
月
と
十

二
月
に
、
基
本
構
造
が
同
じ
も
の
は
一
括
指
定
す
る
「
包
括
指
定
」
と
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
指
定
薬
物
は
一
気
に
１
３
０
０
品
目
を
超
え
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
ま
で
作
る
側
で
は
、
化
学
構
造
や
薬
理
作
用
が
覚
醒
剤
や

大
麻
成
分
と
似
た
薬
物
を
探
し
て
「
脱
法
ド
ラ
ッ
グ
」
と
し
て
出
す
こ
と
が
で

き
た
の
で
す
が
、
包
括
指
定
で
そ
れ
が
不
可
能
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
“
何
で
も

あ
り
”
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

つ
ま
り
、
人
に
使
用
し
た
場
合
、
ど
ん
な
作
用
が
出
る
の
か
、
全
く
分
か
ら

な
い
薬
物
を
、
乾
燥
植
物
末
に
ま
ぶ
す
な
ど
し
て
「
ハ
ー
ブ
」
と
称
し
て
売
り

出
し
始
め
た
の
で
す
。
で
す
か
ら
、「
危
険
ド
ラ
ッ
グ
」
を
使
用
す
る
と
い
う
こ

と
は
「
自
ら
人
体
実
験
し
て
い
る
こ
と
」
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。

テ
レ
ビ
の
キ
ャ
ス
タ
ー
が
、
い
く
ら
「
ど
ん
な
作
用
が
出
る
の
か
、
禁
断
症

状
は
あ
る
の
か
」
な
ど
と
質
問
し
て
も
「
答
え
よ
う
が
な
い
」
の
が
、
今
の
「
危

険
ド
ラ
ッ
グ
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、「
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
」
か
ら
こ

そ
「
危
険
ド
ラ
ッ
グ
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
国
民
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と

が
第
一
の
防
止
対
策
で
し
ょ
う
。

「脱
法
ド
ラ
ッ
グ
」か
ら
「危
険
ド
ラ
ッ
グ
」へ

環
境
整
備
も
必
要
で
す
。

家
事
は
、
生
活
を
楽
し
む
た
め
の
仕
事
で
す
。
切
れ

目
の
な
い
仕
事
で
す
が
、
今
日
の
仕
事
は
こ
れ
で
終
わ

り
。
後
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
。
毎
日
毎
日
、
こ
ん
な
感
じ
で

主
婦
の
仕
事
に
励
ん
で
い
ま
す
。

「
掃
除
、
洗
濯
、
お
料
理
し
て
く
れ
る
お
嫁
さ
ん
が
欲
し
い
な
ぁ
。
」

私
も
仕
事
を
し
て
い
た
時
は
、
男
性
と
同
じ
よ
う
に
、
よ
く
そ
の
よ

う
に
思
っ
た
も
の
で
し
た
。

昨
年
、
定
年
退
職
し
ま
し
た
。
休
み
た
い
け
ど
、
休
ま
せ
て
も
ら

え
な
い
。
明
日
の
会
議
の
準
備
が
出
来
て
い
な
い
。
今
日
迄
の
資
料

が
出
来
て
い
な
い
。
ど
う
し
よ
う
。
ど
う
し
よ
う
。
と
い
う
ビ
ジ
ネ

ス
生
活
か
ら
無
事
に
卒
業
で
き
、
お
陰
様
で
、
毎
日
が
休
日
、
自
由

時
間
を
ハ
ッ
ピ
ー
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

困
っ
た
こ
と
と
言
え
ば
、
仕
事
欄
の
選
択
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
、

公
務
員
や
会
社
員
に
○
を
付
け
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
無
職
と

主
婦
、
ど
ち
ら
に
○
を
付
け
れ
ば
い
い
の
か
迷
い
ま
す
。
た
い
て
い

の
書
類
は
、
無
職
に
○
を
付
け
て
い
ま
す
。
主
婦
業
は
生
易
し
い
も

の
で
は
な
く
、
主
婦
に
○
を
つ
け
る
の
は
ど
う
も
抵
抗
が
あ
り
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
の
職
場
は
社
会
で
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
を
や
め
た
今
、
私
の

職
場
は
家
庭
で
す
。

ホ
ー
ム
・
ヘ
ル
プ
・
サ
ー
ビ
ス
（
訪
問
介
護
）
の
ヘ
ル
パ
ー
（
介

護
職
員
）
の
職
場
は
家
庭
で
す
。
介
護
保
険
の
利
用
者
が
、
自
宅
で

普
段
ど
お
り
に
生
活
で
き
る
よ
う
、
家
庭
生
活
を
支
え
る
仕
事
で
す
。

身
体
介
護
と
生
活
援
助
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
に
な
っ
て
も
、

そ
の
人
ら
し
い
自
立
し
た
尊
厳
の
あ
る
生
き
方
が
で
き
ま
す
。
身
体

介
護
と
は
、
排
泄
介
助
、
食
事
介
助
、
入
浴
介
助
、
服
の
脱
着
、
洗

面
、
体
位
変
換
、
移
乗
・
移
動
介
助
、
就
寝
・
起
床
介
助
な
ど
の
仕

事
で
す
。
家
事
援
助
（
生
活
援
助
）
は
、
掃
除
、
洗
濯
、
ベ
ッ
ド
メ

イ
ク
、
衣
類
の
整
理
、
調
理
・
配
下
膳
、
買
物
・
薬
の
受
け
取
り
な

ど
の
仕
事
で
す
。

女
性
の
ビ
ジ
ネ
ス
社
会
で
の
活
躍
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
外
の
仕
事
と
内
の
仕
事
。
男
性
と
女
性
が
共
に
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
、
家
庭
内
の
仕
事
も
男
女
平
等
に
分
担
で
き

れ
ば
、
女
性
は
も
っ
と
外
で
活
動
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
子
供
の
数

も
増
え
る
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
を
支
え
る
地
域
社
会
の

近

況

報

告

も
と
ゆ
き
会
副
会
長

中
村
陽
子







５歳の時、福島県小名浜に疎開していました。米軍の艦砲射撃が始ま
り海辺の旅館から、山間の農家に避難しました。農家の馬小屋、釣瓶井
戸、庭先にあったトイレ、そして山の大自然に接し、子供心に強烈なカ
ルチャーショックを受けました。敗戦となり日本橋本町に戻りました。
焼野原から富士山がよくみえました。実家は、丸剤、錠剤の加工をして
おりました。父は戦後すぐアメリカ人との関係から、ホメオパシーの錠
剤を製造していました。小学生の頃、ロータリー打錠機から、高速で錠
剤が出てくるのに驚きました。
５０年前薬学校を出て、本町の製薬会社にプロパーとして入社し、都

立病院を担当しました。その後、実家に入り家業を手伝いました。
当時一般薬の承認書は、縦書きでした。一変承認のため旧厚生省の薄

暗い建物でご指導を受けました。その頃、厚生省は医薬品製造について
GMP を制度化するため、メーカーの工場に立ち入り調査に入っていま
した。そしてなんと神田にあった私の町工場まで調査に来ました。大企
業から零細企業まで調査し、GMP のハードとソフト両面で実施につい
て考慮していたのでしょう。
その後、承継制度も緩和されたこともあり、家業を取引先の生薬・漢

方薬のウチダ和漢薬に承継して、現在に至っています。
顧みれば私の薬業人生は、戦後厚生省が、時代に即応して実施してき

た政策に沿う様に成立してきました。「もとゆき会」に入会し厚労省の
先輩の方々の中に、私が大変お世話になった方もおられ感謝している次
第です。
さて、話題をかえて皆さん「マスターズ水泳」をご存知ですか？年齢

を５歳ごとに区切りタイムを競います。競技大会も全国で開催されてい
ます。初めて参加した時、プールの大きな電光掲示板に自分の名前、コ
ース順、タイム、着順が瞬時に示され感激したものです。
４人のリレーは２８０歳区分で出場し、成績に一喜一憂しながら楽し

んでいます。今年も７月中旬に開催された「ジャパンマスターズ」で
100ｍ平泳ぎに出場しました。目標タイムに届き達成感がありました。
普段は毎週 4000ｍから 6000ｍ泳いでいます。

近畿地区もとゆき会

「藤井基之氏と語る会」

が開催されました。

大阪市中央区農人橋「湖陽樹」に
て１８時よりもとゆき会近畿グ
ループ主催の「藤井基之氏と語る
会」が多くの方々にご参加をいた
だき、開催されました。香月英男
氏の司会により、もとゆき会会長
市川和孝氏のご挨拶の後、藤井先
生より国会活動報告などについ
てのご講演があり、その後、山本
名誉会長の乾杯のご発声に続き、
藤井先生を囲み、直接お話しいた
だいた楽しい会が催されました。

日時：平成 26 年 6 月 25 日（水）

午後 6 時～7 時 30 分

場所：湖陽樹 谷町店

大阪市中央区農人橋 1-1-22

藤井基之国会事務所

〒100-8962
東京都千代田区永田町 2-1-1

参議院議員会館 1218 号室
 ０３－６５５０－１２１８
Fax ０３－３５９７－９３９３

藤井基之浜町事務所

〒103-0007
東京都中央区日本橋浜町 2-35-7

島鶴ビル 601 号
 ０３－３６６０－４３０２
Fax ０３－３６６０－４３２８

もとゆき会とは、藤井基之先生の政治家としての大成を期するため活動している
政治資金規正法に基づく政治団体です。藤井基之先生の政治理念や人柄などに共鳴
した人々の「藤井もとゆきファンクラブ」のようなものです。「藤井もとゆき勝手
連」とも通称しています。会員になりたい方、関心のある方は、下記の藤井基之事
務所にお問い合わせください。
入会金や会費はありませんが、個々の事業や活動の実施に必要な場合は、その都度、

費用を会員や参加者から徴収させていただきます。
もとゆき会の活動をご理解いただくために、ホームページを開設いたしております

ので、右記アドレスにアクセスしてみて下さい。

もとゆき会入会の案内

もとゆき会 HP：
http: //www.fujii.tv/

-4-

我チームは３０歳から７５歳までの老若男女が裸の付き合
いですから、和気あいあいの雰囲気です。試合後の反省会で
は、若い人から「お酒を飲む時のほうが元気ですね」と冷や
かされています。水泳は健康で明るい人生を楽しむ生涯スポ
ーツです。今後もマイペースで「健康第一」を目標に泳ぎ続
けたいと思います。

健 康 第 一
（株）ウチダ和漢薬

医薬渉外グループ
髙田省一郎


